
K．植生動態調査に基づく各永久方形区の総合評価　EvaluatiOn　of　s紅！dy　sites

　約6年間にわたる植生の経年変化の動態調査結果をふまえ、その纏めとして、植物社会学的植

生調査、植生動態調査、樹木活力度調査結果の中から、1985年（初年度）と1990年（最：終年度）

の各調査資料が比較され、前項で示したごとくの調査結果が得られた。これらの植生動態に関す

る資料を総合的に比較した結果、6箇所の永久方形区における生育環境への影響に関する生態学

的評価が示された。

1．永久方形区ユ

　本方形区の森林群落は、植物社会学的植生調査、植生動態調査、樹木活力度調査の資料を総合

的に比較した結果、敷地造成、伐採など生育地周辺の環境撹乱の影響も少なく安定しており、そ

の後6年闘にわたって比較的生育状態は良好と判定される。

2．永久方形区2

　永久方形区1と同様に、本方形区の森林群落は植物社会学的植生調査、植生動態調査、樹木活

力度調査の資料を総合的に比較した結果、敷地造成、伐採など生育地周辺の環境撹乱の影響も少

なく安定しており、その後6年間にわたって比較的順調に回復、成長していると判定される。

3．永久方形区3

　本方形区においては、敷地造成、伐採など生育地周辺部の環境撹乱だけでなく、方形区内に分

布するアカマツの枯死に起因する伐採処理（！987年）による林内損：乱があったが、その後は環境

撹乱の影響も弱まるに並行して、森林群落は順調に回復しっっあると判定される。

4．永久方形区4

　本方形区の森林群落は、植物社会学的植生調査、植生動態調査、樹木活力度調査の資料を総合

的に比較した結果、敷地造成、伐採など生育地周辺の環境撹乱の影響ばかりでなく隣接する山道

からの風や光の侵入さらに人為的影響を常時受けていると判定される。群落組成の一部には、環

境撹乱の影響もみられるが、全般的にみて森林群落の生育状況は良好であると診断される。

5．永久方形区5

　永久方形区4と同様に、本方形区も敷地造成、伐採など生育地周辺の環境撹乱の影響ばかりで

なく、付設してあった配線などの撤去に伴う人為的影響を受けている（1989年）。群落組成の一

部には、林床撹乱の影響が認められるが、森林群落自体は順調に回復、成長していると診断され

る。
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6．永久方形区6

　本方形区は、海に面した海崖地端にあり、常時海からの強い潮風に晒され、他の永久方形区に

比べて最も厳しい生育環境下にあるといえる。このため、本方形区周辺部の造成および伐採など

環境撹乱の作用は比較的少なかったにもかかわらず、森林群落の安定化、成長は緩慢の状態と判

定される。
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お　わ　り　に

　Co1｝clし1siO1、

　昭和60年（1985）から平成2年（1990）の6年間にわたって、大飯発電所構内に設置した6箇

所の永久方形区内に生育する植物群落を対象として、原子炉3・4号機増設工事の敷地造成に伴

う植生変化について、のべ12回にわたる植生生態学的調査を行ってきた。植生調査は、1．植物

社会学的植生調査、2．植生動態調査、3．樹木活力度調査、4．写真記録など各種の植生調査

法に拠って行われた。これら過去6年間の経年変化及び季節変化に関する植生生態学的調査結果

をふまえ、1985年（初年度）と1990年（最終年度）の各調査資料が総合的に比較、評価された。

この結果、原子炉3・4号機増設工事の敷地造成、伐採等に伴う影響は、調査された各永久方形

区とも初期に認あられたが、それ以後は、生育環境の厳しい立地では、一部で植生の回復がやや

緩慢な状態も認められたが、全体的には、各永久方形区に生育する森林群落は比較的順調に回復、

成長していることが明らかにされた。

　今後は、この環境影響評価に関する植生調査の成果を踏まえ、多様で生態的効果の大きな「生

きた構築材料」としての「緑」を積極的に活用することによって、若狭湾地域の自然環境に調和

した新しい電力エネルギー供給基地造りを行っていくことが期待される。
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